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研究要旨 

 今年度は，平成４年より追跡している小児コーホートで，児童・生徒２８２名における小粒子低比重リポ

蛋白（小粒子ＬＤＬ）の出現頻度と，LDL 粒子径とＢＭＩ，各血清脂質との相関について解析を行った。小粒

子 LDL(粒子径<25.5nm)の小児での出現率は７％であった。LDL 粒子径と最も相関したものは血中 HDL-C 値

(r=0.539,P<0.001)であった。 

A 研究目的 

 本研究は，それ自体が動脈硬化形成性であり，かつ動脈硬化進展の基盤にある脂質代謝異常を総括的に示すマ

�カ�と 考えられる，血中の小粒子低比重リポ蛋白（Low-density lipoprotein: LDL）を測定し，小児期におけ

る生活習慣と動脈硬化進展との関係を検討し，さらに，環境因子の改善によりＬＤＬ径が変化するかを明か

にし，小児期からの生活習慣病の予防対策に有用なデ�タを得ることを目的と する。 

B 研究方法 

 今年度は，児童・生徒２８２名における小粒子ＬＤＬの出現頻度と，LDL 粒子径とBMI，血清脂質との相関

にうちて解析を行った。ゲル上で泳動したＬＤＬ粒子をスキャナーでとりこみ，コンピューター処理にて粒子

径を測定した。 

C 研究結果 

 小粒子ＬＤＬ(粒子径＜25.5nm)の小児での出現率は７％であった。LDL 粒子径と動脈硬化危険因子である各

パラメーターとの相関を表１および図１�図 4に示した。 
   
表 1 LDL粒子と各パラメーターとの相関     

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            図 1                               図２  

                 

 

 

 

 

 

 

 

          図 3                        図４  

Ｄ考察 

小児の生活習慣病の血中脂質異常の指標を小粒子 LDL の存在とした場合には，血中 TC 上昇あるいは LDL-C 値

上昇より， 血中HDL-C低下＞apoA1 低下＞動脈硬化指数上昇が，LDL 粒子の小型化をよく反映した。血中TC高

値（２００＞mg/dl）あるいは LDL-C 高値（＞１４０mg/dl）を指標とした場合には，小粒子LDL をもつ小児の多くを見逃

すことが明らかであった。次年度は，肥満児などにおいてLDL 粒子径の変化と各パラメーターの変化との関係を経時

的に追跡したデータを示したい。 
E 結論 

 小児の生活習慣病の血中脂質異常の指標を小粒子LDLの存在とした場合には，血中HDL-Cの低下を指標とする

のが良いと思われた。 
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